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落花生における主な遺伝資源の生育，収量及び病害抵抗性

Ⅰ　はじめに

　我が国の落花生栽培は，現在では関東から九州の温暖地
が中心となっている．２０１０年の作付面積は７,７２０ha，生産
量はむきみ換算で１０,２１０tである．そのうち千葉県の作付
面積は５,６９０haと全国の約７４％を占めている．また，２００９
年における県内の品種別の作付面積比率は，「千葉半立」が
６４％，「ナカテユタカ」が２９％，「郷の香」が３％で，２００７
年に品種登録された「おおまさり」も栽培が徐々に増えて
いる状況である．
　落花生の栽培種（Arachis hypogaea L.）は世界的に，ssp. 
hypogaeaとssp. fastigiataの２亜種に分類され，さらに６つ
の変種に細分されている（曽良，２００３）．ssp. hypogaeaは，
バージニアタイプ及びサウスイーストランナータイプを含
み，主茎着花せず，晩生で，大粒の品種が多い．ssp. 
fastigiataは，バレンシアタイプ及びスパニッシュタイプを
含み，主茎着花し，早生で，小粒の品種がほとんどである．
このように，亜種間で草型や分枝習性などの生育特性，莢
や子実などの形態特性が大きく異なっている．
　千葉県農林総合研究センターは，農林水産省のらっかせ
い育種指定試験地として，５２年の間に「ナカテユタカ」，　
　「郷の香」，「おおまさり」を含め１５品種を育成した．また
遺伝資源として国内外から導入した国内最多の約１,６００の
品種・系統を保存しており，育種母本として活用してきた．
これらの品種・系統には，バージニアタイプ，サウスイー
ストランナータイプ，バレンシアタイプ，スパニッシュタ
イプ及び亜種間交雑された品種が存在し，同じタイプでも
生態的特性及び形態的特性が異なる．しかし，これら品
種・系統について，同一条件における比較調査はなされて
いない．
　こうした状況の中，２００６～２０１０年の５年間にわたり，こ
れまでに育成した１５品種とその他育種母本として活用して
いる代表的な２５品種について，生育特性，収量性及び病害
抵抗性を同一圃場，同一栽培条件で調査してきた．
　遺伝資源の生態的特性や形態的特性だけでなく，生育特

性，収量性及び病害抵抗性を把握することは，育種母本の
基礎的なデータとして，今後の落花生の育種において必要
である．このことから，主な遺伝資源の千葉県における生
育特性，収量性及び病害抵抗性について報告する．

Ⅱ　材料及び方法

１．試験場所

　試験は，千葉県農林総合研究センター育種研究所畑作物
育種研究室落花生試験地圃場（千葉県八街市，表層腐植質
黒ボク土）において実施した．
２．栽培概要

　供試品種は４０品種とし，タイプと早晩性については　　
第１表の通りである．栽培様式は，畝間６２.５cm，株間３０cm
のマルチ栽培とし，栽植密度を１０aあたり５,３３３株とした．
供試株数は１品種あたり２６株で，１穴あたり２粒播種し出
芽揃い後に１本立てとした．また，発芽が悪い品種（「ユデ
ラッカ」，「NON-NOD」，「M１４５」，「Posadas ６A」）につい
ては２８℃で一晩浸種処理をして播種した．肥料は，全量元
肥で化成１３号（３-１０-１０）を用い，１０aあたり成分量は窒素
３kg，リン酸１０kg，加里１０kgとした．播種日は，２００６年～
２００８年が５月２３日，２００９年が５月２０日，２０１０年が５月１９日
とした．収穫は第１表の通り開花期後の日数を目安に行っ
た．
３．調査方法

　生育調査は，出芽期，開花期，幼芽褐変株率，草型，葉
色，小葉の形及び大小，主茎着花の有無，倒伏の程度，落
葉の早晩，病害の発生状況，最長分枝長及び総分枝数につ
いて調査した．出芽期は，播種粒数の５０％が出芽した日，
幼芽褐変株率は，本葉の萎縮や主茎生長点の欠損といった
異常出芽の割合，開花日は，全株数の５０％が開花を始めた
日とした．主茎着花の有無は，主茎に結果枝が付き，その
基部に着花する性質の有無を調査した．病害の発生状況に
ついては，褐斑病及び黒渋病は生育後期にあたる８月下旬
～９月上旬における発生状況，白絹病は生育中における発
病株率を基に評価した．最長分枝長及び総分枝数について
は，収穫直後に１区あたり５株について計測を行った．収
穫物調査は，１０株について調査を行い，子実の数及び重量，
莢及び粒の品質，上実歩合，剥実歩合及び上実百粒重を調
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査した．地上部及び莢子実の形態的及び生態的特性につい
ては，らっかせい品種特性審査基準（日本特産農産物種苗
協会，１９８０），落花生調査基準（農林水産技術会議事務局，
１９７２）に従い調査を行った．

Ⅲ　結果及び考察

１．生育特性について

　各品種における生育特性を第１表に示した．開花期は供
試した品種の平均と比較して「タチマサリ」が７日，「ユ
デラッカ」，「Chico」が３日早く，主茎着花性の品種の早期
開花性が確認され，落葉についても主茎着花性の品種で早
い傾向にあった．
　また，主茎着花性の品種の総分枝数の平均が１７本であっ
たことに対し，主茎着花しない品種の総分枝数の平均は４８
本であった．一般的に，スパニッシュタイプやバレンシア
タイプのように主茎に結果枝が付く，いわゆる主茎着花す
るタイプの品種は，子葉節分枝についても連続して結果枝
が着生する．一方，バージニアタイプの多くの品種のよう
に，主茎に結果枝が付かない，いわゆる主茎着花しない品
種は，子葉節分枝においても，栄養枝と結果枝が２本ずつ
交互に着生する場合が一般的である（高橋，１９７６a；鈴木，
１９８７）．また，竹内ら（１９６４）は開花及び結実習性に関し
て調査を行い，初期に開花したものほど結莢率が高いこと
を示している．これらから主茎着花性の品種は結果枝の連
続性が高く，初期開花数が多いため，少ない総分枝数で莢
実数の確保ができる一方，主茎着花しない品種は結果枝の
連続性が低く，初期開花数が少ないため，莢実数の確保に
多くの分枝が必要であることから，総分枝数が多いものと
推測される．
　草型については，スパニッシュタイプは立性の“E１”
が多く，バージニアタイプは立性の“E３”から中間型の“M
１”が多い傾向にあった．小葉について，スパニッシュタ
イプは円形で大きく，バージニアタイプは長めで小さい傾
向にあった．倒伏については，草型が“E１”の品種で多
い傾向にあった．特に，「Tarapoto」や「金時」のような
最長分枝長が長く，総分枝数の少ない品種が倒伏しやすい
傾向にあり，「VA７３２９０１７」や「VGP１」のような最長分
枝長が比較的短く，総分枝数の多い品種は草型が“E１”
でも倒伏の程度は少なかった．
２．幼芽褐変症の発生状況と品種間差異について

　幼芽褐変症は，種子（子実）内の幼芽部（既に形成され
ている本葉や胚軸）の一部もしくは全体が黒又は褐色に変
色して壊死する潜在的空莢の一症状と考えられる生理障害
であり，発芽時に軽度のもので本葉の萎縮，中度のもので
小葉の欠損，重度になると本葉や幼芽の欠損といった発芽

障害を引き起こす．
　本調査における幼芽褐変株率（第１表）は，「タチマサリ」
が３１.２％，「ワセダイリュウ」が２０.６％，「ユデラッカ」が
１９.８％と高く，次に「おおまさり」，「PI ３１４８１７」，「関東４
号」の順で高かった．その他発生株率が１０％以上の品種は，
「ナカテユタカ」，「Tarapoto」であった．井口・石渡（１９８３）
は，幼芽褐変症の発症程度と異常出芽の程度の関係を調査
した結果，幼芽褐変症が生じた子実の９０％程度が異常出芽
となること，「ナカテユタカ」では開花期後４５日目頃の灌水
によって本症状の抑制効果があること，開花期後４５日目頃
は「ナカテユタカ」では子実の肥大初期（本葉分化期）に
該当することや，小粒系品種ではほとんど発症しないこと
を報告している．
　本調査においても，小粒系品種では「PI３１４８１７」，
「Tarapoto」を除きほとんど発症せず，大粒種で発生が多
く確認された．
　またNaito et al.（２００８）は，主要な２０１品種についてSSR
マーカーを用いて解析したところ，ssp. hypogaeaとssp. 
fastigiataに大別されることを示しているが，今回供試した
大粒種のほとんどがssp. hypogaeaのグループに属していた
ことに対し，本調査において特に幼芽褐変症の発生が多か
った「タチマサリ」，「ワセダイリュウ」，「ユデラッカ」は，
スパニッシュタイプやバレンシアタイプが多く含まれる
ssp. fastigiataのグループに属していた．また，大粒種の中
でも幼芽褐変株率の高い品種は前述の３品種を始め，「ナ
カテユタカ」，「おおまさり」といった亜種間交雑によって
育成された品種であった．以上のことから，幼芽褐変症の
発生率は亜種間交雑によって上昇する可能性があることが
示唆された．
３．病害の発生状況について

　第１表に病害虫の発生状況を示した．一般的に，褐斑病
は早期落葉をもたらし，生育不良の一因となると言われて
いる（高橋，１９７６b）．生育後期における褐斑病の発生状況
は，極早生及び早生品種で１４品種中“多”が４品種，“中”
が６品種であり，晩生品種は１５品種全てが“少”または“微”
で，早生品種で発生率が高かった． 
　なお，本調査における黒渋病の発生は少なく，差を見い
だすことができなかった．
　白絹病の発生状況は，「サヤカ」，「バレンシア」が“中”，
「ワセダイリュウ」，「ナカテユタカ」，「おおまさり」，「立
ラクダ１号」，「ジャワ１３号」，「白油７-３」，「M１４５」，
「Chico」，「関東４号」が“少”であった。Brenneman et 
al.（１９９０）は，１６品種について白絹病の発生率及び白絹病
汚染圃場における収量を調査し，白絹病に対する耐性は品
種間差が存在することを確認しており，本調査の結果から
も白絹病の抵抗性には品種間差があると推測された．また，
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第１表　落花生品種の品種特性及び２００６年～２０１０年における生育特性及び病害の発生状況



千葉県農林総合研究センター研究報告　第４号（２０１２）

144

第２表　落花生品種の収量性と莢及び子実の形態特性
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Branch et al.（１９９９）は，白絹病の抵抗性品種と感受性品
種を交配し選抜した結果，白絹病抵抗性系統を育成してお
り，白絹病の抵抗性には遺伝性があることが示唆されてい
る．
　白絹病は重要病害であり，抵抗性品種の作出は重要な育
種目標であるが，そのためには，本調査において供試した
品種を含め，様々な品種及び系統の白絹病抵抗性について
接種試験や汚染圃場における検定試験により，詳細に調査
することで，優良な母本を選定する必要がある．
４．収量性と品種間差異について

　各品種における収量性と莢及び子実の形態特性について
第２表に示した．
　多収の要因については，これまでにも様々な考察がなさ
れている．鈴木ら（１９８６）は，収量性を追求する上で考慮
すべき特性として分枝構成をあげている． スパニッシュ
タイプ，バレンシアタイプを含むssp. fastigiataは，主茎に
結果枝が着生し，子葉節分枝についても連続して結果枝が
着生する．バージニアタイプを含むssp. hypogaeaの多くは，
主茎に結果枝が付かず，子葉節分枝においても栄養枝と結
果枝が２本ずつ交互に着生する．また，結果枝の連続性が
開花初期の花数を増やし，多収化，早熟化に影響を及ぼす
としている（高橋，１９７６a；鈴木ら，１９８６）．本調査におい
ても，結果枝の連続性が高いスパニッシュタイプがバージ
ニアタイプと比較して上実数が多く，結果枝の連続性が莢
数及び子実数を増やすという点で多収に影響を及ぼしてい
ると考えられた．
　また，亜種間交雑育種により，「タチマサリ」，「郷の香」
のような主茎着花性品種や「ナカテユタカ」のように結果
枝の連続性が高い品種が育成されている（高橋ら，１９８１）．
亜種間交雑について前田（１９８９）は，ssp. fastigiataの品種
群のもつ少分枝性の特性が地上部への乾物分配割合を低下
させ，粒茎比と収穫指数を高めたことが多収化に寄与して
いると考察している．また，ssp. hypogaeaの持つ大粒の特
性によってシンクを増大させるとともに，分枝が細い特性
によって地上部への乾物分配割合を低下させていることが
多収化の要因と位置づけている（前田ら，１９８８；前田，１９８９）．
　本調査においても，上実重は千葉県農林総合研究センタ
ーが亜種間交雑によって育成した品種が高い傾向にあった．
一方，多くのスパニッシュタイプ，バージニアタイプ及び
バレンシアタイプは上実重が低く，収量性が低かった．こ
のことから，亜種間交雑は多収化に寄与しているといえる．
また，上実重の高い上位４品種は順に「郷の香」，「土の香」，
「ふくまさり」，「ナカテユタカ」で，全て祖先に「３３４A」
を持つ品種であった．「３３４A」はアメリカから導入された
品種で，バージニアタイプとスパニッシュタイプとのタイ
プ間交雑種と推定されており，草型は立性で，熟期はバー

ジニアタイプより幾分早く，着莢数が多く，子実の充実が
良好な小粒の多収品種である（高橋，１９７６a；高橋ら，１９８１）．
　本調査においても，「３３４A」は上実粒数が３９.２千粒/a，子
実重が２２.２ kg/aと高い．一方，上実百粒重は５４gと低い．
このことから「３３４A」は多収性を求める上で小粒という欠
点はあるものの，スパニッシュタイプの連続結果枝性，パ
ージニアタイプの細い分枝性を併せ持った，優良な育種母
本であるといえる．そして，「ナカテユタカ」に代表される
千葉県で育成した多収品種は，バージニアタイプの大粒性
と「３３４A」の連続結果枝性や細い分枝性を兼ね備えたこと
によって，収量性を高めてきたと考えられた．

Ⅳ　摘　　要

　千葉県農林総合研究センターにおいて，これまでに育成
した１５品種と保存されている代表的な品種２５品種について，
５年間にわたり，生育，収量特性，病害の発生程度を調査
した．
１.  生育特性について，主茎着花性の品種は祖先にスパニッ
シュタイプを含む品種で，早期に開花し，落葉が早く，
総分枝数が少ないことが確認された．幼芽褐変症につい
ては，大粒種において発生が多く見られ，大粒種の中で
も特に「タチマサリ」，「ワセダイリュウ」，「ユデラッカ」，
「おおまさり」，「ナカテユタカ」といった亜種間交雑に
よって育成された品種の発生率が高かった．

２.  病害抵抗性について，褐斑病の発病度は早生性との関連
性が示唆された．白絹病は「サヤカ」及び「バレンシア」
で発生が多く，白絹病の抵抗性に品種間差があると推測
された． 

３.  収量特性について，上実重は亜種間交雑によって育成さ
れた品種が高い傾向にあり，祖先に「３３４A」を持つ品種
が特に高かった．このことから，「３３４A」が多収性を求
める上で，優良な育種母本であり，バージニアタイプの
大粒性と「３３４A」の持つ連続結果枝性や細い分枝性を兼
ね備えたことが，多収化における重要な要因であると考
えられた．
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